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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
累計期間

第41期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 35,032,62634,771,76746,135,747

経常利益（千円） 1,281,6401,416,7311,719,427

四半期（当期）純利益（千円） 367,370 647,392 440,017

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
314,281 622,215 368,971

純資産額（千円） 13,249,87113,726,08313,304,521

総資産額（千円） 43,008,78741,542,26141,896,943

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
32.03 56.46 38.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 30.8 33.0 31.7

　

回次
第41期

第３四半期連結
会計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 17.60 9.20

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４. 第41期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスク、および当事業年度第１四半期報告書に追記したリ

スクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第３四半期連結会計期間において、経営の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　 
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により厳しい状況にあるものの持ち直

しの動きもみられました。しかしながら、急速な円高の進行や欧米の財政危機など世界的な経済低迷の影響を受

け、依然として先行きの見通しが困難な状況が続いております。

当フィットネス業界におきましても、雇用情勢の悪化や今後の消費税増税等の論議を巡る将来への不安感から

個人消費が冷え込み、引き続き厳しい状況が続いております。

このような環境の中、当社グループは『０歳から一生涯の健康づくりに貢献する』という経営理念のもと、地

域に密着した愛されるクラブづくりに努めてまいりました。

店舗の状況につきましては、４月に業務受託１店舗（東京辰巳国際水泳場）の運営を開始したほか、成瀬店

（東京都町田市）をスイミングクラブからウェルネスクラブに運営形態を変更しました。また、７月に「セント

ラルウェルネスクラブ野間大池店」（福岡県福岡市）を、９月には「セントラルフィットネスクラブ本八幡店」

（千葉県市川市）を出店しました。さらに、12月には業務受託店舗だった天神店を、新たに「セントラルウェルネ

スクラブ天神ソラリア店」（福岡県福岡市）として直営化し、店舗網の充実とお客様へのサービス強化を図りま

した。また、退店につきましては、４月に直営１店舗（函館店）の営業を終了しました。

この結果、当第３四半期末の店舗数は、直営116店舗、業務受託41店舗の157店舗となりました。

会員動向につきましては、震災による影響もだいぶ落ち着きを見せ、当第３四半期末時点の会員数は、ほぼ前年

並みで推移しております。

店舗運営につきましては、新プログラム「ボディコアバランス」や「アクアウォークフラダンス」の開発のほ

か、秋から「ビューティープロジェクト」をスタートし、「小顔エクササイズ」や「姿勢改善エクササイズ」と

いった従来とは違う“美”をコンセプトとしたプログラム展開を開始しました。また、新入会者への「フィット

ネスサポートシステム」を各店舗で導入し、お客様の満足度向上に努めました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は34,771百万円（前年同期比0.7％減）、経常利益は1,416百万

円（前年同期比10.5％増）、四半期純利益は647百万円（前年同期比76.2%増）となりました。

(2)資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末に比べ354百万円減少し、41,542百万円とな

りました。その主な要因は現金及び預金が813百万円増加しましたが、有形固定資産が832百万円、受取手形及び売

掛金が74百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　負債合計は前連結会計年度末に比べ、776百万円減少し、27,816百万円となりました。その主な要因は、借入金が

770百万円減少したこと等によるものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ421百万円増加し、13,726百万円となりました。この結果、自己資本比率

は、33.0％となりました。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4)研究開発活動　

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、122百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,164,000

計 42,164,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 11,466,300 11,466,300
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 11,466,300 11,466,300 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

－ 11,466,300－ 2,261,170－ 2,273,042

　

（６）【大株主の状況】

　　 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,464,300 114,643 －

単元未満株式 普通株式      1,700 －
一単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 11,466,300 － －

総株主の議決権 － 114,643 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

セントラルスポーツ株式

会社

東京都中央区新川一

丁目21番２号
300 － 300 0.00

計 － 300 － 300 0.00

（注）　平成23年12月31日現在における当社所有の自己株式は398株(0.00%)であります。

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日
代表取締役副社長 営業本部長 専務取締役 営業本部長 後藤　聖治 平成23年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

セントラルスポーツ株式会社(E05145)

四半期報告書

 7/15



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,573,856 5,387,741

受取手形及び売掛金 863,808 788,888

商品 333,196 291,641

貯蔵品 20,787 23,160

その他 1,388,349 1,316,501

貸倒引当金 △1,383 △1,081

流動資産合計 7,178,613 7,806,851

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 24,969,781 25,027,966

工具、器具及び備品 5,151,881 4,874,835

土地 7,073,292 7,057,674

その他 3,714,317 3,787,821

減価償却累計額 △19,842,581 △20,514,500

有形固定資産合計 21,066,691 20,233,797

無形固定資産 301,655 271,789

投資その他の資産

敷金及び保証金 11,646,624 11,666,846

その他 1,750,864 1,611,804

貸倒引当金 △47,505 △48,827

投資その他の資産合計 13,349,983 13,229,822

固定資産合計 34,718,330 33,735,409

資産合計 41,896,943 41,542,261

負債の部

流動負債

買掛金 268,942 192,935

1年内返済予定の長期借入金 6,534,914 6,672,830

賞与引当金 507,869 350,388

役員賞与引当金 32,524 24,675

災害損失引当金 91,194 39,832

前受金 2,723,762 3,013,421

その他 3,659,604 3,860,490

流動負債合計 13,818,811 14,154,573

固定負債

長期借入金 9,905,999 8,997,280

役員退職慰労引当金 115,440 109,010

資産除去債務 928,012 943,712

その他 3,824,160 3,611,601

固定負債合計 14,773,611 13,661,603

負債合計 28,592,422 27,816,177
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,261,170 2,261,170

資本剰余金 2,273,042 2,273,042

利益剰余金 8,941,738 9,388,477

自己株式 △471 △471

株主資本合計 13,475,479 13,922,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,113 △358

為替換算調整勘定 △179,061 △204,472

その他の包括利益累計額合計 △177,947 △204,830

少数株主持分 6,989 8,695

純資産合計 13,304,521 13,726,083

負債純資産合計 41,896,943 41,542,261
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 35,032,626 34,771,767

売上原価 31,003,877 30,865,881

売上総利益 4,028,748 3,905,886

販売費及び一般管理費 2,249,216 2,078,347

営業利益 1,779,531 1,827,538

営業外収益

補助金収入 15,795 18,044

保険配当金 14,958 16,512

その他 42,009 45,145

営業外収益合計 72,763 79,701

営業外費用

支払利息 525,575 462,289

その他 45,078 28,219

営業外費用合計 570,653 490,509

経常利益 1,281,640 1,416,731

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,289 －

受取補償金 20,726 －

特別利益合計 22,016 －

特別損失

固定資産除却損 35,099 －

店舗閉鎖損失 － 50,582

投資有価証券評価損 － 7,145

会員権評価損 － 4,930

減損損失 25,531 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 522,257 －

特別損失合計 582,888 62,657

税金等調整前四半期純利益 720,768 1,354,074

法人税、住民税及び事業税 423,118 476,004

法人税等調整額 △65,248 228,970

法人税等合計 357,869 704,975

少数株主損益調整前四半期純利益 362,899 649,098

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4,470 1,705

四半期純利益 367,370 647,392
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 362,899 649,098

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,901 △1,471

為替換算調整勘定 △39,715 △25,411

その他の包括利益合計 △48,617 △26,882

四半期包括利益 314,281 622,215

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 318,752 620,510

少数株主に係る四半期包括利益 △4,470 1,705
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに従い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法

定実効税率は従来の41.0％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については38.0％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込ま

れる一時差異については35.6％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した

金額）は105,552千円減少し、法人税等調整額（借方）は105,522千円増加しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累

計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　　　　　 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　減価償却費 1,327,358千円 　減価償却費 1,227,572千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 143,326 12.50平成22年３月31日平成22年６月28日 利益剰余金

平成22年11月10日

取締役会
普通株式 85,994 7.50平成22年９月30日平成22年12月10日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 85,994 7.50平成23年３月31日平成23年６月27日 利益剰余金

平成23年11月11日

取締役会
普通株式 114,659 10.00平成23年９月30日平成23年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

　平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

当社グループはスポーツクラブ経営事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 32円03銭 56円46銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円）　 367,370 647,392

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 367,370 647,392

普通株式の期中平均株式数（株） 11,466,024 11,465,902

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成23年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………114,659千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………10円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月９日

（注）　平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

セントラルスポーツ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小野木　幹久　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセントラルスポー

ツ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラルスポーツ株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の

財務状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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